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今月のコラム
「消費税減税分の財源を税収増に期待する高市政権だが」

製造業 Manufacturing Industry

商業 Commerce

観光・サービス業 Tourism and service industry

雇用 Employment situation

建設業 Construction industry

半導体関連旺盛な一方でコスト増

コスト上昇で収益圧迫

巡るスワン機運盛り上がり始め

新規求人数、製造業が増加

建築費高騰で、若者の住宅離れ危惧

茅野市メルヘン街道のキバナコスモス茅野市メルヘン街道のキバナコスモス
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2026年8月は、米国とイランが6月17日に署名し
た戦闘終結に向けた覚書の60日間の期限が切れ、
28日には軍事衝突から半年が経過した。協議は進
展せず、覚書は事実上破綻。米国はさらに、イラン
に対する経済制裁の拡大を発表し、攻撃の応酬が続
いた。。ホルムズ海峡の実質封鎖が続き、日本国内
の産業資材価格が高止まりし、地域企業にも影響が
及んだ。
中東情勢が緊迫化する一方で、日本の4～6月期の

国内総生産は、前期比年率で1.4%増加（改定値）し
た。外需が堅調で、原油高の逆風を旺盛な人工知能

（AI）投資が一定程度、相殺する形となった。　諏訪
地方では、製造業が半導体関連を中心に好調な受注
が続いている企業が多い。商業は商品の値上がりと
節約志向が続き、観光サービス業は増加する夏場の
観光客を取り込んだ。建設業は公共工事が徐々に増
えてきている。

●諏訪信用金庫の取引先約130社へのヒアリング調査による取りまとめ

実　　数 前年同期比

有効求人倍率【7月】（諏訪公共職業安定所管内） 1.25倍 △0.02ポイント

国県公共工事【8月】
（税抜・地元企業受注分）

件 数 11件 6件

金 　 額 771百万円 562百万円

6市町村公共工事受注【8月】
（税抜・業務委託除く）

件 数 59件 9件

金 　 額 837百万円 △1,369百万円

車庫証明取扱件数【7月】（諏訪地方合計） 704件 △4.6%

新設住宅着工戸数【2026年4月～7月】（諏訪管内） 247戸 △31.0%

Suwa Area Economic Overview

諏訪地方の概況
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人工知能（AI）用途の特需で、世界の半導体関連
の市況が活発化している。世界半導体市場統計

（WSTS）まとめの4～6月期の市場規模は、メモ
リー半導体をけん引役として、前年同期比2.2倍と
なった。半導体の稼働を支える電子部品も好調な動
きとなっている。諏訪地域も同様に、半導体分野が
好調で、半導体に関連する機械や製品などの企業も
忙しさを増している。一方で、アルミ材などの材料
費や各種ガス類などのエネルギー、レアアース関連
価格の高止まりや輸送コストの上昇などが、収益を
圧迫する状況も続いている。「中東情勢による経済
の不安定と物価高による悪影響が、受注や売上高に
現れ始めている。ここにきて受注の減少が目立つよ
うになってきた」とする企業もある。自動車関連は
メーカーの動きや製造品によって差があるものの、
総体的には堅調に推移した。EV化への加速が弱ま
り、今後数年はハイブリットや燃料エンジンへ再シ
フトすると見られる。

■金属製品
プレス、メッキ、熱処理など
半導体製造装置向けの受注が旺盛で、AI関連機器部
品の試作や引合いが多く、今後も繁忙な状況が続く
見通し。外注先も多忙な状況なため頼れず、残業や
休日出勤が続いている企業もある。過去最高水準に
迫る売上高を見込むものの、コストの上昇分に対し
ては不十分で、増収減益の見通しの企業もある。自
動車分野は波が大きく、先行きが読めない。

■一般機械
工作機械、専用機械、省力機械、検査機械など
一部で中東情勢悪化などの影響受けている企業が
あるが、半導体製造装置に関わる機械部品の受注が
好調で、月間の部品加工で売上が過去最高となった
企業がある。専用機や省力化機械の需要も高まって
いる。工作機械は、自動車向けが設備投資延期の影
響を受けているが、業界全体ではAI関連投資を背
景に好調な受注が続き、今後も増加する見込み。設
備を控えていた企業からの受注回復も見られる。油
圧、空圧機械部品は定期受注が安定的に確保でき、
追加の受注も発生している。

■電気機械
家電、パソコン、情報機器、電子デバイスなど
急拡大するAIサーバー市場が好調で、材料が優先

的に流れている。AIの普及でデータセンターのサー
バー・センター間で高速かつ大容量の通信が必要と
なっており800G用途が増加中。取引先から現生産
能力の2倍の増産が要請されている企業もある。中
東情勢の影響で、副資材の調達ルートが多様化して
いる。防衛関連の特殊基板は、受注増加傾向が続い
ている。

■輸送用機械
自動車関連、ピストンリング、船外機、航空機部品など
8月の国内新車販売台数は30万台で前年同月比
2.0%増となり、5ヵ月連続で前年実績を上回った。
全体の5割を占めるトヨタのほか、スズキやマツダ、
日産が好調だった。取引先からの予想注文が上振れ
し、計画以上の売上を確保した地域企業がある。た
だ、製造原価が前年より上昇しており、収益性は厳
しい。好調な半導体業界から引き合いがあり、既存
設備で対応できるものを検討する企業もある。自動
車業界はEV一辺倒だった状況から変わり、各社の
動きはハイブリッド車へのシフトに進んでいる。

■精密機械
時計、カメラ、光学機器、計量器、医療機器など
光学業界は半導体業界のような過熱感はないもの
の、円安を追い風に受注が旺盛な企業があり、好調
になってきている。通信機器関連の光ファイバー
ケーブルの受注は、好調を維持し、年内は安定する
見込み。産業用レンズ関連及び監視カメラも緩やか
ながら回復への動きが見られる。今後の受注増加を
見越して、人員の確保を検討している企業もある。
圧力計器は一定の受注が維持されている。

■製造業全般
寒天は、冬場の生産開始まで半年を切ったが、業界
では黒潮大蛇行を要因として国産のテングサが減
少。韓国産も減少しており、仕入れ価格は1割以上
の値上げとなっている。海外産輸入の円安影響や製
造工程の燃料価格高騰などで、価格転嫁が必要な要
因は多い。みそは、生みその需要が世界的に旺盛で、
秋口の需要期に向けてすでに生産はひっ迫してい
る。原材料が高値となっている。漬物は、足下では
天候不順で原料の野菜の価格が高騰しており、収益
に大きく影響している。

02製造業 半導体関連旺盛な一方でコスト増
Manufacturing Industry
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03商業 コスト上昇で収益圧迫
Commerce

中東情勢悪化で資材や原材料、物流コストが上昇し
て、飲食料品の値上げが止まらず、歴史的な円安で
輸入コストの上昇も懸念される。値上げの影響で売
上ベースは増収だが、消費者の買上点数の減少は顕
著で、収益確保が難しくなっている。飲食業界では
節約志向の高まりで来店客数が伸び悩んでいるが、
一部では過去最高売上を更新したり、安定的な客入
りを保つ飲食店もある。外食産業では、食料品消費
税1%への対応が話題に上り始めている。また、タ
イヤ販売店では、ゴムなどの原材料費の高騰や円安
による輸入コスト、物流コストの上昇などで、9月
1日から価格改定が発表されているタイヤに対する
問い合わせが多く、販売、予約ともに若干増加した。

■スーパー
盆までは酷暑の影響で来店客数が減少した。地域
イベントなどで、箱売り飲料各種、ノンアルコール
飲料、熱中症対策商品が売れた。夏果物、夏野菜は
商品によって値上がり幅が大きく、全体的には不調
だった。

■コンビニ
8月は夏休みの観光客や帰省客などで来店客が多
かった。諏訪湖周辺では、花火大会当日の売上が昨
年より増加した。

■飲食店
盆ウィークは曜日の並びが良く、夏限定の冷たいメ
ニューが好評で、連日多くの来店客でにぎわった店
舗の一方で、週末の予約が極端に少なく、売上を伸
ばせなかった店舗があり、明暗が分かれた。

■靴店
台風や雨が多く、来店数が減少した。秋には単価の
高いスニーカーが売れるが、長雨で靴を仕入れるタ
イミングが難しくなっている。

■生花店
花の生産には多くの石油製品が使用されているが、
花の値段は危惧されたより上がらなかった。

■家電
信州省エネ補助金の利用は、照明器具とエアコンが
多い。テレビ、冷蔵庫は動きが良くない。物価上昇
とともに、テレビや洗濯機などの家電価格も上昇し
ている。家電業界は大手企業の買収や合併が行われ、
大きく変動している。

■野菜等直売所
値上げ済みの中、前年並みの売上となり、買い上げ
点数が減っている状況。人の動きも、農作物の状況
も天候次第で変わる。シルバーウィークに備えた商
品確保は、長雨で苦戦した。

■自動車販売
諏訪地方の8月の車庫証明件数は704件で、前年同
月比34件、4.6%減少した。

■土産物店
諏訪大社下社周辺では、夏詣での影響が大きく、
ネットの話題になった。下諏訪宿ラベル付の手持ち
ちょうちんの販売が好調だった。イベントがあると、
来店客が多く、売上も増加する。
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04観光・サービス業 巡るスワン機運盛り上がり始め
Tourism and service industry

8月は、平均気温が高い一方、原村で日最大1時間
降水量が長野地方気象台の観測で8月として1位を
記録するなど、県内では記録的な降水量を記録す
る地点が相次いだ。それでも夏場は、避暑を求めて
高原の観光地を訪れる観光客が多く、売上が前年を
上回った宿泊施設が多かった。諏訪湖サマーナイト
花火も夏場のイベントとして定着してきている。9
月は、シルバーウィークの日並びが良いこともあ
り、予約の動きは早めとなっている。諏訪地方では、
2027年春にスタートする諏訪湖周辺が主な舞台の
NHK連続テレビ小説「巡るスワン」放送に向け、諏
訪市がご当地ドラマ連携推進室を設置し、俳優陣が
県民にメッセージを贈るなど、機運が盛り上がり始
め、これを契機とした観光施策が検討されている。

■上諏訪温泉
8月の前年同月比の宿泊人数は、諏訪湖温泉旅館
協同組合加盟の14施設中9施設がプラスとなっ
た。14施設総体の8月客室稼働率は、96.4%（前年

93.2%）だった。サマーナイト花火効果などで、各
施設とも一定の集客ができた。

■下諏訪温泉
8月は諏訪湖の花火や諏訪大社下社の夏詣もあり、
平日でもほぼ満室となっていた。個人予約のキャン
セルも少なく、入り込みは良かった。

■蓼科・白樺湖・車山・富士見等
今夏は蓼科方面への観光客、宿泊客ともに前年以上
の入り込みとなった。向こう3ヵ月の予約状況は、
前年並み。蓼科は全体的に、観光客が増加傾向にあ
り、宿泊施設も集客を維持できる見通し。

■諏訪大社
上社・下社合わせた8月の参拝者数は約143,000人
だった。前年同月に比べ約19,000人、15.6%増加
した。R8年8月8日の御朱印が好評だった。
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●諏訪市観光案内所 8月日本人来訪者（一般社団法人諏訪観光協会提供）

〈案内先〉複数案内（単位：人）

〈年齢別構成比〉 〈居住地域〉
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●公共工事の推移（市町村合計件数　調査・測量・設計など業務委託は除く）

●新設住宅着工件数の推移（諏訪地方合計）

建設業
Construction industry

8月の市町村からの受注工事は、合計59件837百万
円となった。前年同月に比べ件数は9件増加したが、
契約金額は1,369百万円、62.1%減少した。国、県
関係の2026年4月～8月の累計公共工事（地元業
者受注分）は、前年同期に比べ件数、契約金額とも
増加した。一方、民間工事は、諏訪地方の7月の新
設住宅着工戸数が77戸で、前年同月に比べ36戸減
少（△31.9%）した。建築費高騰で一般住宅の動き
が鈍り、若者の住宅離れが危惧される。

■公共工事
8月に地元業者が受注した国県関係の公共工事は、
国関係は1件、県関係は諏訪建設事務所5件、諏訪
地域振興局農地整備課4件、諏訪地域振興局林務課
1件の合計11件で、契約金額は771百万円だった。

2026年4月～8月の累計は60件3,307百万円で、
前年同期比で件数は19件増加し、契約金額は927
百万円増加（39.0%）した。市町村からの8月の受
注工事は、建築工事が2件143百万円、土木工事お
よび下水道工事42件520百万円、その他工事15件
172百万円だった。

■民間工事
7月の民間工事の利用関係別は前年同月比で、「持
家」が15戸増加の59戸、「貸家」は56戸減少の10
戸、「分譲」は5戸増加の8戸、「給与住宅」は同数の
0戸だった。長野県内の7月の新設住宅着工戸数は
1,026戸で、前年同月比8.9%増加した。利用関係別
の対前年同月比は、「持家」が0.8%減少、「貸家」が
21.6%増加、「分譲」が47.1%の増加となった。

05建築費高騰で、若者の住宅離れ危惧



SUWA AREA ECONOMIC OVERVIEW 7

企業のひとこと
Voices

諏訪地方の7月の有効求人倍率は、前年同月比0.02
ポイント低下し、前月比と同じ1.25倍となった。
4ヵ月ぶりに前年同月を下回った。長野県の有効求
人倍率は、前月比0.01ポイント上昇の1.29倍だっ
た。中東情勢による価格高騰と原材料不足は、製造
業や建設業を中心に引き続きあるが、事業所のコス
ト削減や調達先の工夫などで、新規求人数への影響
は限定的だったと見られる。全国の有効求人倍率は、
前月比横ばいの1.18倍だった。全国の完全失業率

は、前月比0.1ポイント低下の2.4%だった。
諏訪地方の新規求人数は1,497人で前年同月比
219人増加（17.1%）した。業種別前年同月比の
新規求人数は、製造業が41.5%、運輸業・郵便
業46.2%、医療・福祉7.9%と増加し、建設業△
24.7%、卸売業・小売業△14.1%、宿泊業・飲食サー
ビス業△9.1%と減少した。新規求職者数は595人
で、前年同月と同数だった。

●金属製品製造業
・今後、米国関税（対カナダ）の影響を受ける日
系メーカーが多いのでは。
・見積依頼など問い合わせが増加しているが、他社で
断られたような価格や条件がある。サプライチェー
ンの中でコストダウンの要請が強いと推察される。

●一般機械製造業
・振り返ると、懸念されていた中東情勢の影響に
よる各種資材の供給不足は特に影響がなかった。
・自動車部品を手掛ける企業の社長は「暇」と話
す人が多い。

●電気機械製造業
・フィジカルAIの分野でエヌビディアとの連携
やグーグルとの協業が進んでおり、近い将来には
製造業の工場現場でオペレーター不在の完全自
動化が実現する見通し。
・限られた人員で増産要請に応えるとともに、技
術開発・工程改善・品質向上といった付加価値の
高い業務に人材を振り向けていくためには、さら
なる省力化投資が不可欠となる。

●輸送用機械製造業
・車関係は関税問題から始まり、ホルムズ関連の
影響が根強く良い話は聞かない。今後も厳しそう。
・自動車業界は下請けの価格をなかなか上げてもら
えず、経費削減に努めながらやっていくしかない。

●精密機械製造業
・依然国内は物価高等の懸案事項が多いが、中国で
の市場活動において混乱はあまりないと感じる。
・半導体分野は小型機が減速し、当社のユーザー
は一様に9月以降の生産調整が現実となっている。

●寒天製造
・ヴィーガンの人に、寒天は最適な食品。国内の
若者世代でヴィーガンブームは続き、コンビニで
の植物性弁当もメジャーとなっている。和菓子に
次いで食文化として期待している。

●飲食店
・食料品消費税1%となると、報道などでささや
かれている通り、外食産業はますます窮地に追い
込まれる。救済措置もあまり期待できないし、対
策も良いアイディアは出てこない。消費税10%
払ってでも、非日常が感じられるものを追及して
いくしかない。

●生花店
・コロナ禍での観葉植物人気が完全に終わり、
ブームが去った。

●野菜直売所
・この時期に農作物が不作に終わると、年末にか
けて野菜の価格は確実に高騰、高止まりする。

●建設業
・一般住宅が土地込みで5,000万円超える時代
となり、従業員の給与水準を見直している。大げ
さに言えば、初任給は昔の倍は払わないと良い人
材が揃わない。経営者側のさらなる努力が必要。
・公共工事入札で最低制限価格の設定がない自
治体がある。安ければ安いほど良いは悪い慣習。

●観光業
・盆以降は天候不順で来場者数が減少した。今年
は入笠湿原の山野草の状況が、近年にないほど良
い状態なだけに残念。

06Employment situation

雇用 新規求人数、製造業が増加
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消費税減税分の財源を税収増に
期待する高市政権だが

高市政権は食料品にかかわる消費税率を8%から1%
に下げる予定です。残りの1%分も、比較的所得の低い
層に分配する予定です。

問題は多くありますが、市場の大きな関心は財源で
す。1年間で約4.8兆円必要と推計されています。

このことに大きく関連して、長期金利の代表格であ
る新発10年国債利回りは、一時3%を超えました。首相
が就任した昨年10月には1.6%台でしたから、急ピッ
チで上がったと言えます。「責任ある積極財政」を首相
は標榜していますが、市場は「責任ある」の部分が履行
されないのではないかと懸念しているのです。

注目の消費税減税の財源については12月には明確に
すると首相は公言していますが、これは何を意味して
いるのでしょうか。私は当初は、外為特会（外国為替資
金特別会計）の含み益を使うのではないかと考えていま
した。日本には現在1.3兆ドル（約200兆円）弱の外貨
準備があります。外貨準備は政府や日銀が保有してい
る外貨です。民間保有の外貨は含めません。

外貨準備がどんな時に増えるかというと、主に、円が
高い時に円売り―ドル買いの市場介入を行う際です。
円を売ることでドルを買い支え、円高を防ごうとする
場合です。

この外貨準備ですが、円が高い時に外貨を買ってい
るので、相当な含み益があります。リーマンショック後
などに、一時1ドル＝80円を切るような局面がありま
したが、そういう場合に介入をしているのです。仮に1
ドル＝100円程度で介入をしていたとしても、現状は
155円前後ですから、70兆円を超える含み益があると
考えられます。

外貨準備は、輸入（2025年度で約115兆円）の3ヶ月
分もあれば大丈夫と言われているので、現状の200兆
円は十分以上の水準です。私はこの外貨準備を幾分か
売ることで含み益を顕在化して、それを消費税減税の
財源にあてるのではと考えていました。

しかし、これには法律上の制約があるようです。利益
の一部はすでに国庫に入っており、さらに、ドル買いの
ために介入する際に売る円は、短期の国債で賄ってお
り、それを先に返済する必要があるとのことです。

そうすると、この外為特会の含み益が使えないとす
ると、財源は何でしょうか。おそらく、首相は税収増を
見込んでいるのではないかと思われます。だから12月
まで待たないと財源を明確にできないのです。

現状の景気の状況を見ると、「実質GDP」は、成長率
は1%台でそれほど高くはないものの3四半期連続でプ
ラス、「景気動向指数（一致指数）」もまずまずの水準で
推移しています。イラン戦争でいったん大きく落ち込
んだ「街角景気」も徐々にですが回復しています。

景気動向指数の一致指数は、鉱工業指数の生産指数、
耐久財投入量指数、有効求人倍率など、景気とほぼ同時
に動く10の指数を合成して算出されている指数です。
街角景気は、タクシーの運転手さんやホテルのフロン
ト係、小売店の店頭にいる人など、経済の最前線にいて
景気に敏感な人たちに、景気が良くなっているかどう
かを各地で聞き取り調査をして算出しています。50が
良いか悪いかの境目です。

表には景気動向指数と街角景気の数字を載せてあり
ます。強くはないもののまずますの数字です。

首相は、景気の回復による主に法人税と所得税の増
加を財源としてあてにしていると考えられます。表に
は、今年に入ってからの現金給与総額の伸びを載せて
あります。結構高い伸びです。財務省が発表している法
人企業統計では、4-6月の企業の営業利益の伸びは、前
年比で23.7%増です。これも結構な伸びです。これらに
より税収増がはっきりすればそれらを財源に充てると
考えられます。

一方、今年12月の予算編成の時点で、税収増などが
思ったほどでなければ、赤字国債の増発に対して市場
は再度疑心暗鬼になります。そうすると、日本国債が売
られ、現状3%前後の長期金利がさらに上昇することも
予想されます。

短期金利もインフレ抑制や円安阻止のために、日銀
は政策金利をさらに上昇させることが予想されますが、
いずれにしても12月までの景気の動きと税収見通しに
注意をしなければならないことは言うまでもありませ
ん。
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景気動向指数 街角景気 現金給与総額
2026年1月 117.9 47.6 2.5 

2月 116.5 48.9 3.4 
3月 116.8 42.2 2.7 
4月 118.1 40.8 3.6 
5月 117.9 43.6 3.3 
6月 118.5 44.0 4.0 
7月 120.6 45.7 4.7
８月 46.4

（出所） 内閣府 内閣府 厚生労働省
（前年比、％）


